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要旨   

丸竹製品の割れ防直を目的に，丸竹材に対してポリ∴しナレングリコール（ト）トニ（1住人処理を試みた．含水率を  

高めるため水で煮沸する前処理と，浸清中げ）PEG水溶液の加熱が）丸竹材中へ〝）PEGの注人む促進することが  

確認された．処理した丸竹材に割れ促進耗験を行ないコントロールと比較し／たところ，仝体的に割れひびの発生は  

少なくなっていた．LかL樹脂固形分磯度と割れ防」ぎ二効果の関係ははっきりとは認められす＼ノナ後さらなる検討が  

必要である．  

1． はじめに   

ポリエチレングリコール（Pビ（；）処理は木材の寸法  

安定ノ性を改善すると］的ですでに実用化されており，各種  

丁二芸晶の変形防止や遺跡からの出十木材〃）保存などに用  

1 いられている1ノ．   

このPE（：ニ処理を竹材に適用して割れをl彷ぐ研究むい  

くつか行なわれており2ル1〕， 割れ防」」二効果のあることが  

報告されている．   

本研究では，丸竹製品の実用化に直＝ナて，／十王で以上  

に簡便・迅速な丸竹材へのPトニ（二；汀人処理条件を検討す  

るとともに，割れ促進試験により注入された樹脂量と割  

れ一ジ川二効果の関係を見た〝）で報告する．  

2．実験方法   

2．1ホリニエチレングリコーール（P仁（ニニ）   

樹粧：＝二j本油脂㈱製ポリエチレングリニ7－ル芋川00を  

水で希釈して：う〔相）水溶液としノこ▲使用した．   

2．2 試験片   

用いた竹材は大分県産♂）「7ダケである ．18節以上ある元  

口外径約5仇¶mの湯抜き乾燥材から，凶ユの上うな試験片  

を用個切り出して実験に用いた．   

元側から隣り合う ▲∴佃づっを一組とし，そぴ）うちの1  

つを上）巨（；処上【］lし，もう1つをコントロー ルとtノた．  

コントロールはl）トニ（∴水溶液を水に置き換えて去／〕たく  

rlりじ処理をしノたも鋸である．   

2∴う PE（1注入処理法の検詔   

以卜J〕操作に／）いて， 竹材中への樹脂注入にケえる影  

響を検討し∴た．   

A：試験片を水中に完仝に沈めた状態で釧射甘煮流し，  

そ♂〕ま主浮卜させろこと無く22時間放統一1j‾る。  

Ⅰう：減圧容器に試験井を入れ，吉子かないょうに萌しを載  

せた状態でロータリーホンプご：〕（〕分減圧フ そ卯楼  

樹脂液を流し込みさらに剖沈溺圧の後ノ甘けに反す  

（ニ：試験ノ】；せ樹脂液中に完仝に沈滞げ－状態で，オート  

クレ、一ナ ご1ニう5て14相即J【＝主加熱し その後その  

烹主オーhトクレープ中で釦‖胡乱放冷・i・妾漬する．  

Ⅰ〕：試験片を樹脂行か「一に完仝に沈れ7ご状態で〕そ〃Jま  

ま常温常圧で浸漬する．   

E：試験井を樹脂液中にノ走仝に沈納た状態で00℃湯洛  

中で購引軋加温しノ，そ（ノり三ま浮 卜させること無く20  

畔間放冷8浸清一て卜る．   
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図1 丸竹材試験片   
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以⊥の模≠を組み合わせて，以F÷の注入処理をキトった．  

処理N〔）．1：‖→！〕（浸演目数：11］，2日，3トl）  

処理No‥2：B）E（浸う境目数：1畑∴＝」3日）  

処理凡．∴i二A→Ⅰ）（浸演¶数：1勘3日）  

処理賄．．4：A→トニ（浸清一一数：1針3日）  

処理Nr）．．5：ノゝ 〉B 〉E（浸濱日数：1【】，2日フ3日）  

処一理甑．6：li→（「（浸演＝数：1日）   

2．4 樹ノ帽注入率の計算   

各試験井の樹脂注入率は以下〝J式に上り計算した．  

樹腑住人率（（粥））＝（A［王iX（1（二）］／lう）xlOO  

ニこでA：処理後絶乾重量，lミ：推定処理前絶乾重乱  

（二二：推定水溶成分馴‖1率である．推定処理甘」‘絶乾塵量は，  

試験片の両側の節問部の含水率を測定して，その平均値  

を試験片の含水率として求琉た．   

推定水溶成分抽出率は，／くアとなるコントこて－ルの処  

理に伴う塵量減少率を採属した．   

2．5 割れ促進試験   

2∴うのぐ）椎葉真の処理に上り樹脂を注入した試験片は処理  

後3日間室内に放置した後コ105ご〕cの定温乾燥著針「－で72時  

間乾燥させた．終Jノ後乾燥器を停止し，扉を閉めたまま  

50℃以下になるまで徐冷して取り出し，目視により辞けし  

やヒビの有無を確認した  

3．結果及び考察  

：i．1 PEG注入処理法の検討   

PE（；わ三人処理法と注入二量との関係を岡2に示す．   

去ずNo‥1とN〔∴2，Nn∴うとNo．．4を比較すると，どちらも  

常温浸潰よりも加熱浸清のほうがより多く注人されてお  

り，浸う墳【丁丁の過熱に〔よこりPEG注入が促進されることが確  

認された．とくに，含水率を高めるための煮沸前処理をお  

こなった場合は加熱浸漬の効果が顕著である（No．．′1）   

煮沸前処理の効果はグラフの傾きにも現れている．煮沸  

をてー二ったN（∴2）N（）‥4，Nり‥5では浸清明瀾（日数）が伸び  

るにLたが／〕て注入量が」削［】している．一ん煮沸前処理  

をしていないNo‥1，Nし）．3では，］［】Rとニー日日の注入量  

がほとんどHじである．   

これは，竹対内郡へ♂）I）E（ユの侵入が拡散に上ってい  

るためであり，乾燥した部位へは振放できないため－ごあ  

ると考えられる．   

浸潰中げ）加熱点こげ〕拡散速度を上甑【lさせるため，Ⅰ）E  

（；注入を加速すると考え〔、Jれる．   

減圧処世勘よオートクしぃーブ処理卜組み合わせることに  

よっ－ご♂）み大きな注入量を得て■いる（Ⅸ（）．6）．オートク  

レー→ブの効果としてにり肛庄と力順ホが考えられるが，N（）‥1  

ノ：Nぐ）．2♂）比較から計沸前処理を行なっていない場合〝）加  

熱の効果烏それほど人きくないたれ 加ノi；げ）効果が大き  

かったと考えられる．二れは，木材に葉剤などを往人する  

には 一般に減圧加け髄甘償いられていることや，山本ら  

が丸竹へのPトニ（用二人に＝二減圧加圧法がもっ∴むイ㍑」ご 

あるとしノていることと≠）一，改する．   

一方N（）．4とN（）‥5を比較十ると，煮沸前▲処理Lた場蕎皇二  

減圧処理した方が注人是が低くな／）ている．これは，減優  

によって試駆け■中の含水率が低守しノていかイ能性をホ唆  

しノている〝）ではないかと考えし、〕れる．  
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随コントロール割れ  
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樹脂固形分濃度   

図3 割れ促進試験結果   
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やひびノ）牡二i二が減少トる傾妬が見㍉れた．さらに楕  

討む続け，Plィニ（1ii二人疑（し二′別れ防止粟果〝）F即川凋三  

なF甜菜を明仁かに－「る必繋がある．  
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